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令和３年３月

南 島 原 市

概要版

福 祉 計 画

第6期 南 島 原 市
高 齢 者

令和３年3月
第6期南島原市高齢者福祉計画 概要版

このパンフレットに関するお問い合わせは

南島原市福祉保健部福祉課総務高齢班
〒859-2412　南島原市南有馬町乙1023番地
☎ 0957-73-6651　　℻ 0957-85-3142

E-mail： soumukourei@city.minamishimabara.lg.jp

　全国的に少子高齢化が進行する中、本市においても高齢者人口及び高齢化率はとも
に伸び続け、令和2年10月1日現在の高齢者人口は17,590人（高齢化率39.4％）となっ
ており、65歳以上の介護保険の要支援・要介護認定者数は、令和2年9月末現在3,969
人（認定率22.6％）となっています。また、いわゆる団塊ジュニア世代が65歳以上とな
る令和22（2040）年までの本市の状況を見通すと、高齢者数は減少に転じるものの
85歳以上の割合が急速に増加することが見込まれ、医療・介護ニーズが増大する一方
でその担い手の不足が懸念されます。
　こうした状況を見据えたうえで、高齢者の健康寿命を延伸するための様々な取り組
みや、後期高齢者の増加を踏まえた多様な生活支援体制の整備、医療と介護の連携体
制強化など、市民、関係機関、行政が連携・協働して取り組み、本人が望む生活を支え
る地域社会の実現を目指す必要があります。

南島原市総合計画

長崎県老人福祉計画・長崎県介護保険事業支援計画

南島原市地域福祉計画
市民の自発的な福祉活動と
行政サービスの連携

公的サービスの仕組み
（対象者別サービスの基盤整備）
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連携（一体的策定）

計画の概要
計画策定の背景と趣旨1

計画の位置づけ2

　住み慣れた地域で健康に生きがいと安心を持って暮らすことは、高齢者のみならず
多くの市民の願いです。しかしながら、長い人生の中には、病気や怪我などで医療と介
護の両方を必要とする状態となり、これまでの生活状況が一変してしまうこともあり
ます。
　本計画では、「高齢者がいつまでも安心して住み慣れた地域で暮らせるまちづくり」
を基本理念とし、高齢者一人ひとりの人生（自立の状態から看取りの場面に至るまで）
に寄り添いながら推進することで「地域包括ケアシステムの深化」を図ります。

計画の基本的な考え方
計画の基本理念1

高齢者がいつまでも安心して
住み慣れた地域で暮らせるまちづくり

　基本理念を実現するために、市民、関係機関、行政が「目指す将来像」を共有したうえ
で、高齢者の健康寿命を延伸するための様々な取り組みや、後期高齢者の増加を踏ま
えた多様な生活支援体制の整備、医療と介護の連携体制強化など、本人が望む生活を
支える地域社会の構築に向けて、連携・協働して取り組みます。
　また、高齢者を中心とするこれらの取り組みを推進するとともに、育児、介護、障害、
貧困、さらには育児と介護が同時に直面する家庭など、世帯全体の複合化・複雑化した
課題を包括的に受け止める重層的支援体制整備を目指す「地域共生社会」にもつなが
る取り組みを進めます。

目指す将来像2

「本人が望む生き方」を
家族や地域、専門職が支える地域社会が広がる
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計画の期間と進行管理3

■計画の期間
西暦（年度）
【年号（年度）】

総合計画（基本計画）

地域福祉計画

高齢者福祉計画

2期 3期 4期

4期 5期 7期6期(本計画）

2016
【H28】

201７
【H29】

2018
【H30】

2019
【H31】

2020
【R2】

2021
【R3】

2022
【R4】

2023
【R5】

2024
【R6】

2025
【R7】

2026
【R8】

1期（後期） 2期（前期） 2期（後期）

　令和５年度の目標値達成に向け、本計画を推進するとともに、実施状況の把握と進
行管理を行います。本計画の目標値は、「高齢者の幸福度」や「職務従事者満足度」と
いった指標であることから、その成果については令和５年度にアンケート調査等を実
施して評価・分析を行います。

■進行管理

■ 4点以下 　■ 5・6点　 ■ 7・8点 　■ 9・10点 　■ 無回答

0% 20% 40% 60% 80% 100%
全体

N=1,014

65～69歳
N=200

70～74歳
N=238

75～79歳
N=206

80～84歳
N=194

85歳以上
N=146

5.3

6.8

5.0

6.3

4.1

4.1

36.5 34.1

29.1

24.4

39.8

42.3

40.4

40.5

44.1

29.6

31.4

34.2

20.2

20.9

22.7

20.4

17.5

17.8

現在どの程度幸せか
「とても幸せ」を10点、「とても不幸」を0点として

3.8

2.7

3.8

3.9

4.6

3.4

■評価指標と数値目標

評　価　指　標

高齢者の幸福度（平均点）

自治会活動やサークル活動、介護予防自主
グループ活動等に参加している高齢者の割合

7.59点

32.3% 40%

8点

現状値
（令和2年度）

目標値
（令和５年度）

■人口ピラミッド
　本市の人口は、令和2年10月1
日現在で、男性20,779人、女性
23,824人、合計44,603人となっ
ています。
　年齢階層別にみると、60代後半
といわゆる団塊の世代が含まれる
70代前半が多く、そこから20代後
半までは年齢階層が低くなるにつ
れて人口も少なくなっています。
　今後10年間で、70代前半及び
60代後半の階層が順次後期高齢
期に達することから、特に後期高
齢者（75歳以上）の増加が見込ま
れます。

■年齢３区分人口と高齢化率の推移
　本市の総人口は減少の一途を
たどっていますが、年齢３区分別
にみると、65歳以上の高齢者人
口が増加を続ける一方、15～64
歳の生産年齢人口及び15歳未満
の年少人口は減少を続けていま
す。
　これに伴い高齢化率は上昇の
一途をたどっており、令和2年の
高齢化率は39.4％、市民の2.5人
に1人が高齢者という状況になっ
ています。

高齢者を取り巻く南島原市の現状 高齢者保健福祉施策の展開
人口構造と高齢化の状況1

　上記基本理念及び目指す将来像を実現するため、本計画期間中は、次の３つを施策の
柱として、自助、互助、共助、公助のバランスのとれたまちづくりを推進します。
　施策の柱ごとの現状と課題及び今後の取り組みを明らかにするとともに、その進捗を
図る指標と数値目標を設定します。

施策の３本の柱2

人口ピラミッド（令和2年10月1日現在）
総人口 44,603人

9 48
307

865
1,432
1,686
1,694
2,012
2,090
1,929

1,535
1,378
1,246
1,100
1,012

798
627
720
924
895
849

677
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338

809
1,109
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1,531
1,211
1,240
1,099
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95-99
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75-79
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55-59
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資料：住民基本台帳

男性 20,779人 女性 23,824人
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20,000

0

50%

40%

30%

20%

10%
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15.8% 13.8% 12.6% 11.8% 10.8%

14,956

33,099

8,988

15,980

30,618

7,447

16,255

27,737

6,361

16,866 17,590

57,045
54,045 50,363

46,535 44,608

22,201

4,817

24,118

5,476
平成12年　　　　平成17年 　　　平成22年 　　　平成27年　　  　令和2年

※総人口には年齢不詳人口を含む
資料：国勢調査（令和2年は住民基本台帳）

高齢化率 年少人口割合

■ 年少人口 　■ 生産年齢人口　 ■ 高齢者人口

❶ 生きがい・健康づくり
❷ 介護予防・生活支援
❸ 在宅医療・介護連携の推進

■「自助」「互助」「共助」「公助」と地域包括ケアシステム

自助

●自分のことを自分でする
●自らの健康管理（セルフケア）
●市場サービスの購入

共助 公助

●介護保険に代表される
　社会保険制度及びサービス ●一般財源による

　高齢者福祉事業等
●生活保護

●ボランティア・住民組織の
　活動への公的支援

資料：地域包括ケアシステム研究会

互助●当事者団体による取組
●有償ボランティア

●ボランティア活動
●住民組織の活動

行政

❶ 生きがい・健康づくり

❷ 介護予防・生活支援

❸ 在宅医療・介護連携の推進

❶ 社会活動への参加促進

❷ 健康づくりの推進

❶ サルコペニア・フレイル予防の推進

❷ 認知症施策の推進

❸ 生活支援体制整備の推進

終
末
期

支
援
が
必
要
な
状
態

自
立
し
て
い
る
状
態

厚生労働省資料

在宅医療と介護連携イメージ（在宅医療の4場面別にみた連携の推進）

介護

日常の療養支援
●多職種協働による患者や家族の生活を
　支える観点からの住宅医療・介護の提供
●緩和ケアの提供
●家族への支援
●認知症ケアパスを活用した支援

入退院支援
●入院医療機関と在宅医療・介護に
　係る機関との協働・情報共有による
　入退院支援
●一体的でスムーズな
　医療・介護サービスの提供

急変時の対応
●在宅療養者の症状の急変時における
　往診や訪問看護の体制及び
　入院病床の確認
●患者の急変時における救急との
　情報共有

看取り
●住み慣れた自宅や介護施設等、
　患者が望む場所での看取りの実施
●人生の最終段階における意思決定支援

医療

年齢３区分人口の推移
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計画の期間と進行管理3

■計画の期間
西暦（年度）
【年号（年度）】

総合計画（基本計画）

地域福祉計画

高齢者福祉計画

2期 3期 4期

4期 5期 7期6期(本計画）

2016
【H28】

201７
【H29】

2018
【H30】

2019
【H31】

2020
【R2】

2021
【R3】

2022
【R4】

2023
【R5】

2024
【R6】

2025
【R7】

2026
【R8】

1期（後期） 2期（前期） 2期（後期）

　令和５年度の目標値達成に向け、本計画を推進するとともに、実施状況の把握と進
行管理を行います。本計画の目標値は、「高齢者の幸福度」や「職務従事者満足度」と
いった指標であることから、その成果については令和５年度にアンケート調査等を実
施して評価・分析を行います。

■進行管理

■ 4点以下 　■ 5・6点　 ■ 7・8点 　■ 9・10点 　■ 無回答

0% 20% 40% 60% 80% 100%
全体
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N=146

5.3

6.8

5.0

6.3

4.1

4.1

36.5 34.1

29.1

24.4

39.8

42.3

40.4

40.5

44.1

29.6

31.4
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17.8

現在どの程度幸せか
「とても幸せ」を10点、「とても不幸」を0点として

3.8

2.7

3.8

3.9

4.6

3.4

■評価指標と数値目標

評　価　指　標

高齢者の幸福度（平均点）

自治会活動やサークル活動、介護予防自主
グループ活動等に参加している高齢者の割合

7.59点

32.3% 40%

8点

現状値
（令和2年度）

目標値
（令和５年度）

■人口ピラミッド
　本市の人口は、令和2年10月1
日現在で、男性20,779人、女性
23,824人、合計44,603人となっ
ています。
　年齢階層別にみると、60代後半
といわゆる団塊の世代が含まれる
70代前半が多く、そこから20代後
半までは年齢階層が低くなるにつ
れて人口も少なくなっています。
　今後10年間で、70代前半及び
60代後半の階層が順次後期高齢
期に達することから、特に後期高
齢者（75歳以上）の増加が見込ま
れます。

■年齢３区分人口と高齢化率の推移
　本市の総人口は減少の一途を
たどっていますが、年齢３区分別
にみると、65歳以上の高齢者人
口が増加を続ける一方、15～64
歳の生産年齢人口及び15歳未満
の年少人口は減少を続けていま
す。
　これに伴い高齢化率は上昇の
一途をたどっており、令和2年の
高齢化率は39.4％、市民の2.5人
に1人が高齢者という状況になっ
ています。

高齢者を取り巻く南島原市の現状 高齢者保健福祉施策の展開
人口構造と高齢化の状況1

　上記基本理念及び目指す将来像を実現するため、本計画期間中は、次の３つを施策の
柱として、自助、互助、共助、公助のバランスのとれたまちづくりを推進します。
　施策の柱ごとの現状と課題及び今後の取り組みを明らかにするとともに、その進捗を
図る指標と数値目標を設定します。

施策の３本の柱2

人口ピラミッド（令和2年10月1日現在）
総人口 44,603人
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資料：住民基本台帳
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高齢化率 年少人口割合

■ 年少人口 　■ 生産年齢人口　 ■ 高齢者人口

❶ 生きがい・健康づくり
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自助

●自分のことを自分でする
●自らの健康管理（セルフケア）
●市場サービスの購入

共助 公助

●介護保険に代表される
　社会保険制度及びサービス ●一般財源による

　高齢者福祉事業等
●生活保護

●ボランティア・住民組織の
　活動への公的支援

資料：地域包括ケアシステム研究会

互助●当事者団体による取組
●有償ボランティア

●ボランティア活動
●住民組織の活動

行政

❶ 生きがい・健康づくり

❷ 介護予防・生活支援
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❶ 社会活動への参加促進

❷ 健康づくりの推進

❶ サルコペニア・フレイル予防の推進
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介護

日常の療養支援
●多職種協働による患者や家族の生活を
　支える観点からの住宅医療・介護の提供
●緩和ケアの提供
●家族への支援
●認知症ケアパスを活用した支援

入退院支援
●入院医療機関と在宅医療・介護に
　係る機関との協働・情報共有による
　入退院支援
●一体的でスムーズな
　医療・介護サービスの提供

急変時の対応
●在宅療養者の症状の急変時における
　往診や訪問看護の体制及び
　入院病床の確認
●患者の急変時における救急との
　情報共有

看取り
●住み慣れた自宅や介護施設等、
　患者が望む場所での看取りの実施
●人生の最終段階における意思決定支援

医療

年齢３区分人口の推移



63 4 5

計画の期間と進行管理3

■計画の期間
西暦（年度）
【年号（年度）】

総合計画（基本計画）

地域福祉計画

高齢者福祉計画

2期 3期 4期

4期 5期 7期6期(本計画）

2016
【H28】

201７
【H29】

2018
【H30】

2019
【H31】

2020
【R2】

2021
【R3】

2022
【R4】

2023
【R5】

2024
【R6】

2025
【R7】

2026
【R8】

1期（後期） 2期（前期） 2期（後期）

　令和５年度の目標値達成に向け、本計画を推進するとともに、実施状況の把握と進
行管理を行います。本計画の目標値は、「高齢者の幸福度」や「職務従事者満足度」と
いった指標であることから、その成果については令和５年度にアンケート調査等を実
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自治会活動やサークル活動、介護予防自主
グループ活動等に参加している高齢者の割合

7.59点

32.3% 40%

8点

現状値
（令和2年度）

目標値
（令和５年度）

■人口ピラミッド
　本市の人口は、令和2年10月1
日現在で、男性20,779人、女性
23,824人、合計44,603人となっ
ています。
　年齢階層別にみると、60代後半
といわゆる団塊の世代が含まれる
70代前半が多く、そこから20代後
半までは年齢階層が低くなるにつ
れて人口も少なくなっています。
　今後10年間で、70代前半及び
60代後半の階層が順次後期高齢
期に達することから、特に後期高
齢者（75歳以上）の増加が見込ま
れます。

■年齢３区分人口と高齢化率の推移
　本市の総人口は減少の一途を
たどっていますが、年齢３区分別
にみると、65歳以上の高齢者人
口が増加を続ける一方、15～64
歳の生産年齢人口及び15歳未満
の年少人口は減少を続けていま
す。
　これに伴い高齢化率は上昇の
一途をたどっており、令和2年の
高齢化率は39.4％、市民の2.5人
に1人が高齢者という状況になっ
ています。

高齢者を取り巻く南島原市の現状 高齢者保健福祉施策の展開
人口構造と高齢化の状況1

　上記基本理念及び目指す将来像を実現するため、本計画期間中は、次の３つを施策の
柱として、自助、互助、共助、公助のバランスのとれたまちづくりを推進します。
　施策の柱ごとの現状と課題及び今後の取り組みを明らかにするとともに、その進捗を
図る指標と数値目標を設定します。
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N=206

80～84歳
N=194

85歳以上
N=146

5.3

6.8

5.0

6.3

4.1

4.1

36.5 34.1

29.1

24.4

39.8

42.3

40.4

40.5

44.1

29.6

31.4

34.2

20.2

20.9

22.7

20.4

17.5

17.8

現在どの程度幸せか
「とても幸せ」を10点、「とても不幸」を0点として

3.8

2.7

3.8

3.9

4.6

3.4

■評価指標と数値目標

評　価　指　標

高齢者の幸福度（平均点）

自治会活動やサークル活動、介護予防自主
グループ活動等に参加している高齢者の割合

7.59点

32.3% 40%

8点

現状値
（令和2年度）

目標値
（令和５年度）

■人口ピラミッド
　本市の人口は、令和2年10月1
日現在で、男性20,779人、女性
23,824人、合計44,603人となっ
ています。
　年齢階層別にみると、60代後半
といわゆる団塊の世代が含まれる
70代前半が多く、そこから20代後
半までは年齢階層が低くなるにつ
れて人口も少なくなっています。
　今後10年間で、70代前半及び
60代後半の階層が順次後期高齢
期に達することから、特に後期高
齢者（75歳以上）の増加が見込ま
れます。

■年齢３区分人口と高齢化率の推移
　本市の総人口は減少の一途を
たどっていますが、年齢３区分別
にみると、65歳以上の高齢者人
口が増加を続ける一方、15～64
歳の生産年齢人口及び15歳未満
の年少人口は減少を続けていま
す。
　これに伴い高齢化率は上昇の
一途をたどっており、令和2年の
高齢化率は39.4％、市民の2.5人
に1人が高齢者という状況になっ
ています。

高齢者を取り巻く南島原市の現状 高齢者保健福祉施策の展開
人口構造と高齢化の状況1

　上記基本理念及び目指す将来像を実現するため、本計画期間中は、次の３つを施策の
柱として、自助、互助、共助、公助のバランスのとれたまちづくりを推進します。
　施策の柱ごとの現状と課題及び今後の取り組みを明らかにするとともに、その進捗を
図る指標と数値目標を設定します。

施策の３本の柱2

人口ピラミッド（令和2年10月1日現在）
総人口 44,603人

9 48
307

865
1,432
1,686
1,694
2,012
2,090
1,929

1,535
1,378
1,246
1,100
1,012

798
627
720
924
895
849

677

60
338

809
1,109
1,232

1,920
1,979
1,851
1,531
1,211
1,240
1,099
1,021

739
574

961
705

900
839
652

100歳～
95-99
90-94
85-89
80-84
75-79
70-74
65-69
60-64
55-59
50-54
45-49
40-44
35-39
30-34
25-29
20-24
15-19
10-14
5-9
0-4(人） (人）

3,000 3,0002,000 2,0001,000 1,0000 0

資料：住民基本台帳

男性 20,779人 女性 23,824人

（人）
80,000

60,000

40,000

20,000

0

50%

40%

30%

20%

10%

0%

26.2%
29.6%

32.3%
36.3%

39.4%

15.8% 13.8% 12.6% 11.8% 10.8%

14,956

33,099

8,988

15,980

30,618

7,447

16,255

27,737

6,361

16,866 17,590

57,045
54,045 50,363

46,535 44,608

22,201

4,817

24,118

5,476
平成12年　　　　平成17年 　　　平成22年 　　　平成27年　　  　令和2年

※総人口には年齢不詳人口を含む
資料：国勢調査（令和2年は住民基本台帳）

高齢化率 年少人口割合

■ 年少人口 　■ 生産年齢人口　 ■ 高齢者人口

❶ 生きがい・健康づくり
❷ 介護予防・生活支援
❸ 在宅医療・介護連携の推進

■「自助」「互助」「共助」「公助」と地域包括ケアシステム

自助

●自分のことを自分でする
●自らの健康管理（セルフケア）
●市場サービスの購入

共助 公助

●介護保険に代表される
　社会保険制度及びサービス ●一般財源による

　高齢者福祉事業等
●生活保護

●ボランティア・住民組織の
　活動への公的支援

資料：地域包括ケアシステム研究会

互助●当事者団体による取組
●有償ボランティア

●ボランティア活動
●住民組織の活動

行政

❶ 生きがい・健康づくり

❷ 介護予防・生活支援

❸ 在宅医療・介護連携の推進

❶ 社会活動への参加促進

❷ 健康づくりの推進

❶ サルコペニア・フレイル予防の推進

❷ 認知症施策の推進

❸ 生活支援体制整備の推進

終
末
期

支
援
が
必
要
な
状
態

自
立
し
て
い
る
状
態

厚生労働省資料

在宅医療と介護連携イメージ（在宅医療の4場面別にみた連携の推進）

介護

日常の療養支援
●多職種協働による患者や家族の生活を
　支える観点からの住宅医療・介護の提供
●緩和ケアの提供
●家族への支援
●認知症ケアパスを活用した支援

入退院支援
●入院医療機関と在宅医療・介護に
　係る機関との協働・情報共有による
　入退院支援
●一体的でスムーズな
　医療・介護サービスの提供

急変時の対応
●在宅療養者の症状の急変時における
　往診や訪問看護の体制及び
　入院病床の確認
●患者の急変時における救急との
　情報共有

看取り
●住み慣れた自宅や介護施設等、
　患者が望む場所での看取りの実施
●人生の最終段階における意思決定支援

医療

年齢３区分人口の推移
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第6期 南 島 原 市
高 齢 者

令和３年3月
第6期南島原市高齢者福祉計画 概要版

このパンフレットに関するお問い合わせは

南島原市福祉保健部福祉課総務高齢班
〒859-2412　南島原市南有馬町乙1023番地
☎ 0957-73-6651　　℻ 0957-85-3142

E-mail： soumukourei@city.minamishimabara.lg.jp

　全国的に少子高齢化が進行する中、本市においても高齢者人口及び高齢化率はとも
に伸び続け、令和2年10月1日現在の高齢者人口は17,590人（高齢化率39.4％）となっ
ており、65歳以上の介護保険の要支援・要介護認定者数は、令和2年9月末現在3,969
人（認定率22.6％）となっています。また、いわゆる団塊ジュニア世代が65歳以上とな
る令和22（2040）年までの本市の状況を見通すと、高齢者数は減少に転じるものの
85歳以上の割合が急速に増加することが見込まれ、医療・介護ニーズが増大する一方
でその担い手の不足が懸念されます。
　こうした状況を見据えたうえで、高齢者の健康寿命を延伸するための様々な取り組
みや、後期高齢者の増加を踏まえた多様な生活支援体制の整備、医療と介護の連携体
制強化など、市民、関係機関、行政が連携・協働して取り組み、本人が望む生活を支え
る地域社会の実現を目指す必要があります。

南島原市総合計画

長崎県老人福祉計画・長崎県介護保険事業支援計画

南島原市地域福祉計画
市民の自発的な福祉活動と
行政サービスの連携

公的サービスの仕組み
（対象者別サービスの基盤整備）

南
島
原
市
子
ど
も
・

　
　
子
育
て
支
援
事
業
計
画

南
島
原
市
障
が
い
者
計
画
、

南
島
原
市
障
が
い
福
祉
計
画

　
及
び
障
が
い
児
福
祉
計
画

南
島
原
市
高
齢
者
福
祉
計
画

南
島
原
市
社
会
福
祉
協
議
会
　
地
域
福
祉
活
動
計
画

島
原
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域
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介
護
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事
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計
画

　
　（
島
原
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島
地
域
包
括
ケ
ア
計
画
）

整合 整合

整合・連携

連携（一体的策定）

計画の概要
計画策定の背景と趣旨1

計画の位置づけ2

　住み慣れた地域で健康に生きがいと安心を持って暮らすことは、高齢者のみならず
多くの市民の願いです。しかしながら、長い人生の中には、病気や怪我などで医療と介
護の両方を必要とする状態となり、これまでの生活状況が一変してしまうこともあり
ます。
　本計画では、「高齢者がいつまでも安心して住み慣れた地域で暮らせるまちづくり」
を基本理念とし、高齢者一人ひとりの人生（自立の状態から看取りの場面に至るまで）
に寄り添いながら推進することで「地域包括ケアシステムの深化」を図ります。

計画の基本的な考え方
計画の基本理念1

高齢者がいつまでも安心して
住み慣れた地域で暮らせるまちづくり

　基本理念を実現するために、市民、関係機関、行政が「目指す将来像」を共有したうえ
で、高齢者の健康寿命を延伸するための様々な取り組みや、後期高齢者の増加を踏ま
えた多様な生活支援体制の整備、医療と介護の連携体制強化など、本人が望む生活を
支える地域社会の構築に向けて、連携・協働して取り組みます。
　また、高齢者を中心とするこれらの取り組みを推進するとともに、育児、介護、障害、
貧困、さらには育児と介護が同時に直面する家庭など、世帯全体の複合化・複雑化した
課題を包括的に受け止める重層的支援体制整備を目指す「地域共生社会」にもつなが
る取り組みを進めます。

目指す将来像2

「本人が望む生き方」を
家族や地域、専門職が支える地域社会が広がる




